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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第62期
第３四半期
連結累計期間

第63期
第３四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 9,841,035 10,854,636 13,952,563

経常利益 (千円) 137,597 15,245 157,746

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

(千円) 70,090 △43,862 289,991

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △332,188 △75,633 120,845

純資産額 (千円) 2,104,156 2,387,061 2,557,190

総資産額 (千円) 7,263,538 8,412,089 8,549,679

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額
（△）

(円) 6.97 △4.37 28.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 28.0 28.4 29.0
 

　

回次
第62期
第３四半期
連結会計期間

第63期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 5.26 1.73
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前

連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出が増加基調を維持し、雇用情勢や企業収益など緩やかな

回復基調が続いているものの、欧米の政治リスクや北朝鮮を巡る地政学的リスクの高まりから、依然として先行き

不透明な状況となっております。

　このような状況の中、当社グループは、効率的な生産体制を構築し、高付加価値製品を製造できる技術の確立を

目指すとともに、売上の拡大、利益率の向上を図るべく積極的な営業活動を展開してまいりました。

　その結果、アミューズメントや中国子会社の売上が減少となりましたが、フィリピン子会社の売上が増加したこ

とや、新たに国内の連結子会社が加わり、売上高は108億54百万円（前年同四半期98億41百万円）と増収となり、利

益面では、新規連結子会社の業績改善費用が増加したことにより営業損失５百万円（前年同四半期利益２億23百万

円）、経常利益15百万円（前年同四半期利益１億37百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失43百万円（前年

同四半期利益70百万円）と減益になりました。

 

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

(合成樹脂成形関連事業)

国内でのアミューズメントや中国子会社の売上が減少となりましたが、フィリピン子会社の売上が増加したこと

や、新たに国内の連結子会社が加わり、売上高は92億75百万円（前年同四半期85億64百万円）と増収となりまし

た。利益面では、経費削減に取り組んでまいりましたが、新規連結子会社の業績改善費用の増加により、営業損失

40百万円（前年同四半期利益２億３百万円）と減益になりました。

(物流機器関連事業)

　競合他社との価格競争が続く中、受注拡大に努め積極的な営業活動を展開してまいりました。その結果、売上高

は15億78百万円（前年同四半期12億76百万円）、営業利益34百万円（前年同四半期利益19百万円）と増収、増益に

なりました。

 

(2) 財政状態の分析

(資産)

　資産合計は84億12百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億37百万円減少しました。これは、主に現金び預金

が２億10百万円減少、機械装置及び運搬具が67百万円増加、リース資産が29百万円増加し、のれんが27百万円減少

したことによるものです。

　(負債)

　負債合計は60億25百万円となり、前連結会計年度末と比べ32百万円増加しました。これは主に、支払手形及び買

掛金が１億12百万円減少、短期借入金が３億２百万円増加、長期借入金が１億67百万円減少したことによるもので

す。
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(純資産)

純資産合計は23億87百万円となり前連結会計年度末と比べ１億70百万円減少しました。これは主に、利益剰余金

が43百万円減少、非支配株主持分が76百万円減少したことによるものです。

 

　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

　(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,960,000

計 22,960,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,171,797 10,171,797
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は1,000株で
あります。

計 10,171,797 10,171,797 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年10月１日～
平成29年12月31日

― 10,171,797 ― 927,623 ― 785,132
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　123,000

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

10,035,000
10,035 ―

単元未満株式
 普通株式

13,797
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 10,171,797 ― ―

総株主の議決権 ― 10,035 ―
 

(注)１.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 697株が含まれております。

　　２.当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

 

② 【自己株式等】

  平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ヤマト・インダストリー
株式会社

埼玉県川越市大字古谷上
４２７４番地

123,000 ― 123,000 1.21

計 ― 123,000 ― 123,000 1.21
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

 

第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人不二会計事務所による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,846,257 1,636,142

  受取手形及び売掛金 2,910,248 ※2  2,913,906

  商品及び製品 501,855 516,971

  仕掛品 193,157 155,281

  原材料及び貯蔵品 281,355 314,076

  その他 166,535 151,369

  流動資産合計 5,899,410 5,687,747

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 394,616 389,489

   機械装置及び運搬具（純額） 580,571 648,335

   土地 1,107,584 1,107,584

   リース資産（純額） 81,583 110,948

   建設仮勘定 5,985 3,268

   その他（純額） 71,563 87,059

   有形固定資産合計 2,241,904 2,346,687

  無形固定資産   

   のれん 147,221 119,617

   その他 27,189 23,700

   無形固定資産合計 174,411 143,318

  投資その他の資産   

   投資有価証券 51,082 54,233

   その他 185,701 182,933

   貸倒引当金 △2,830 △2,830

   投資その他の資産合計 233,953 234,336

  固定資産合計 2,650,269 2,724,342

 資産合計 8,549,679 8,412,089

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,334,742 ※2  2,222,449

  短期借入金 1,015,714 1,318,305

  未払法人税等 63,825 44,295

  賞与引当金 27,172 12,508

  その他 403,913 419,311

  流動負債合計 3,845,368 4,016,870

 固定負債   

  長期借入金 1,832,729 1,664,921

  退職給付に係る負債 185,171 183,533

  その他 129,219 159,702

  固定負債合計 2,147,119 2,008,157

 負債合計 5,992,488 6,025,027

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 927,623 927,623

  資本剰余金 785,172 763,504

  利益剰余金 629,230 585,367

  自己株式 △23,002 △23,002

  株主資本合計 2,319,023 2,253,493
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 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,077 4,660

  繰延ヘッジ損益 △83 80

  為替換算調整勘定 164,692 128,842

  退職給付に係る調整累計額 △7,114 △1,038

  その他の包括利益累計額合計 160,571 132,544

 非支配株主持分 77,594 1,023

 純資産合計 2,557,190 2,387,061

負債純資産合計 8,549,679 8,412,089
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 9,841,035 10,854,636

売上原価 8,333,136 9,389,745

売上総利益 1,507,898 1,464,891

販売費及び一般管理費   

 荷造運搬費 217,563 266,448

 給料及び賞与 455,653 488,267

 退職給付費用 38,780 39,106

 その他 572,187 676,790

 販売費及び一般管理費合計 1,284,184 1,470,612

営業利益又は営業損失（△） 223,714 △5,720

営業外収益   

 受取利息 2,153 6,499

 受取配当金 499 415

 為替差益 - 35,709

 受取手数料 5,033 5,840

 受取賃貸料 45 45

 受取設備負担金 - 7,298

 その他 15,200 7,600

 営業外収益合計 22,931 63,408

営業外費用   

 支払利息 34,675 37,020

 為替差損 68,124 -

 支払手数料 270 -

 その他 5,977 5,422

 営業外費用合計 109,048 42,442

経常利益 137,597 15,245

特別利益   

 固定資産売却益 104 602

 特別利益合計 104 602

特別損失   

 固定資産売却損 1,043 1,041

 固定資産処分損 0 9,949

 事業構造改善費用 1,462 -

 貸倒損失 3,327 -

 特別損失合計 5,834 10,990

税金等調整前四半期純利益 131,868 4,856

法人税等 71,574 47,859

四半期純利益又は四半期純損失（△） 60,293 △43,003

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△9,796 859

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

70,090 △43,862
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 60,293 △43,003

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,098 1,582

 繰延ヘッジ損益 3,210 164

 為替換算調整勘定 △403,356 △40,453

 退職給付に係る調整額 4,565 6,075

 その他の包括利益合計 △392,482 △32,630

四半期包括利益 △332,188 △75,633

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △303,699 △71,889

 非支配株主に係る四半期包括利益 △28,489 △3,743
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

1　　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日）

受取手形割引高 188,621千円 272,459千円

受取手形裏書譲渡高 7,193千円 148千円
 

 
　※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

受取手形 ─千円 14,290千円

支払手形 ─千円 266,032千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

減価償却費 177,685千円 198,156千円

のれんの償却額 27,604千円 27,604千円
 

 

EDINET提出書類

ヤマト・インダストリー株式会社(E00867)

四半期報告書

11/14



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 8,564,697 1,276,338 9,841,035 ─ 9,841,035

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

35,706 295 36,002 △ 36,002 ─

計 8,600,404 1,276,633 9,877,037 △ 36,002 9,841,035

セグメント利益 203,777 19,936 223,714 ― 223,714
 

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 9,275,871 1,578,765 10,854,636 ─ 10,854,636

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

33,044 124 33,168 △ 33,168 ─

計 9,308,915 1,578,889 10,887,804 △ 33,168 10,854,636

セグメント利益
又はセグメント損失（△）

△ 40,040 34,319 △ 5,720 ― △ 5,720
 

(注) セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

　 １株当たり四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額（△）

6円97銭 △4円37銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額
　　又は親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)
　　(千円)

70,090 △43,862

　　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)
　　(千円)

70,090 △43,862

   普通株式の期中平均株式数(千株) 10,048 10,048
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

連結子会社の減資について

　埼玉ヤマト株式会社は平成30年１月17日開催の臨時株主総会において減資することを決議いたしました。

１．資本金の減少の目的

前期からの損失を解消するため、また財務体質を早急に改善することを目的とし、資本金の一部を減少し、

その減少額を欠損の全額に充てるものといたします。

２．実施の要領

　（減少する資本金の額）

平成30年１月17日現在の資本金の額２億２千万円を１億９千万円減少し、３千万円といたします。なお発

行済株式総数の変更は行いません。

　（効力発生日）

　　資本金の額の減少の効力発生日は、平成30年３月１日といたします。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。

 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月13日

ヤマト・インダストリー株式会社

取　締　役　会 御　中

 

 
 

監査法人不二会計事務所
 

 

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士 利　根　川　宣　保　　印
 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヤマト・インダ

ストリー株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年

10月１日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヤマト・インダストリー株式会社及び連結子会社の平成29年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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